
災害対応実習

地方公共団体における災害対応時には、避難情報の発令について迅速な判断が求められています。

本研修では、気象予報士等の方に国のガイドラインに基づく避難情報発令の判断方法を習得いただくことで、

限られた時間の中で、予報の解説から避難の判断までを一貫して扱うことのできる地方公共団体の即戦力

となる人材を育成します。

修了者は、国土交通大臣から「気象防災アドバイザー」を委嘱され、国の防災基本計画に基づき活動

いただきます。地方公共団体の職員として採用された場合には、首長に避難情報の発令を進言するなど、

地方公共団体の取るべき防災対応について明確なビジョンを提示することができる気象防災のスペシャリスト

として地域の防災力向上に地元の気象台と一体となって貢献いただきます。

あなたの気象の専門知識が
地方公共団体の迅速かつ適切な防災対応につながる

お申込みはこちら
https://scraft.co.jp/jma-kenshu/

期限
令和5年7月21日（金）17:00

募集概要

■ 応募資格
気象予報士の資格を有する者

■ 定員
50名程度（選考の上で決定します。）

■ 受講方法

・ 録画配信型の講義・訓練 学習管理システム（LMS）を利用したeラーニング

・ リアルタイム型の演習 Web会議システム（Zoom）を利用したオンライン会議
※平日と休日の２回同じ内容を実施し、録画も用意することで、研修生が確実に履行できるよう配慮します。

・ 気象台における実習 研修生が地元の気象台に出向いてプレゼン発表
※平日に実施する予定です。研修生と気象台の双方の都合のよい日時を調整させていただきます。

■ 受講料
10,000円（税込） ※振込手数料及び実習を実施する気象台までの交通費・宿泊費等は、ご自身でご負担いただきます。

※募集の詳細は募集要項をご確認ください。

研修スケジュール

避難判断訓練

防災解説実習

7月21日
▽

6月30日
▽

8月頃
▽

～1月頃
▽

研修は下記の日程で行います。具体的な日時等は別途、研修生に通知します。

防災基礎講義
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お申込み

令和４年度

気象防災

アドバイザー育成研修

令和５年度

気象防災

アドバイザー育成研修

研修概要

• 研修の詳細については、ホームページにて情報提供いたします。
• 研修修了をもって地方公共団体での雇用に直結するものではありません。一般的な就職と
同様に、気象防災アドバイザーが自ら就職活動を行っていただく必要がありますことに
ご留意ください。

・ オンライン研修（Web研修）
・ 気象台でのプレゼン発表

△ 8月下旬

△ ９月頃

△ 11月頃

主

催

企
画
・
運
営

牛山 素行
静岡大学

防災総合センター教授
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気象防災アドバイザーに求められる

災害や避難に関する基礎的な

知識・技能・姿勢を習得するための

講義です。

土砂・洪水・高潮・地震・津波・火山

災害の発生メカニズムのほか「予測に

反して降り続く線状降水帯の恐ろしさ」

「地形から災害リスクを読み取る」

「大河川からの背水による支川氾濫」

「防災関連の法制度と計画」「地方

公共団体の防災対応」等について、

一流の講師陣による講義を通じて

学習します。

防災
基礎

市町村の防災の現場で、限られた

時間の中で予報の解説から避難の

判断までを一貫して担う気象防災

アドバイザーとして必須となる避難

情報発令に関する知識・技能・姿勢

を習得するための訓練です。

防災気象情報から、内閣府の

「避難情報に関するガイドライン」に

沿って対象区域を絞り込んで

避難情報発令を判断する方法を、

過去の災害事例を用いた体験型の

訓練プログラムを通じて学習します。

市町村における災害対応に習熟

するための演習です。

現場経験の豊富な有識者の指導

の下、市町村長に避難情報発令に

ついて進言したり、住民に求める

避難行動について記者会見で

説明したりするロールプレイを行い

「災害対策本部・記者会見における

災害コミュニケーション」や「防災気象情報

やハザードマップを活用した災害対応」

について参加型のリアルタイム演習を

通じて学習します。

地方公共団体の現場で即戦力と

なる実力を養成するための実習です。

地元気象台において職員を住民や

地方公共団体職員に見立てた模擬の

防災出前講座や防災解説ワークショップを

実施し、これまでの研修を通じて講師から

学んだ「予測に反して降り続く線状降水帯

の恐ろしさ」「地形から災害リスクを読み

取る」「大河川からの背水による支川氾濫」

といった内容を、研修生自身が講師役

となって解説し、１～３で習得した

知識・技能・姿勢の定着を図ります。

避難
判断

災害
対応

防災
解説

録画配信型の講義

約30時間

録画配信型の訓練

約20時間

リアルタイム型の演習

約30時間

気象台における実習

約２時間×３回
1. 防災基礎講義

2. 避難判断訓練
3. 災害対応演習

4. 防災解説実習



メディアとの
連携による
効果的な
発信

発信

大河川の
支川氾濫
に関する
防災解説

地形と災害
に関する
防災解説

線状降水帯
に関する
防災解説

過去災害を
用いた本部会議

での説明

説得力を伴った
首長への進言

地形

低地から
浸水想定区域
を読み取る

山地・
台地・低地の
成り立ち

谷筋から
土石流地形を

読み取る

重ねる
ハザードマップの

活用

危険な
谷底平野の
確認方法

危険な地質
の見つけ方

大河川の
指数から支川
氾濫の兆候を

つかむ

高潮災害で
警戒すべき
5つの観点

土砂
キキクルと

実況雨量の
深追いの
危うさ

中小河川の
洪水で直面する

5つの課題

大河川の
基準水位を
リードタイムから
理解する

線状降水帯
発生時の降水
予報の罠

情報

災害
メカニズム

土石流を
発生させる

大雨パターン

地震波・
津波の発生・
伝播・増幅・
共振

中小河川
の急増水と

氾濫流による
河岸侵食

高潮時の
潮位の急上昇

と暴風

大河川からの
背水による
支川氾濫

大河川の
増水・氾濫を
解き明かす
流域視点

避難

発信

情報

災害
メカニズム

地形

避難

土砂災害
のハザードマップ
では見えない

危険
地震・
津波・火山
の被害の
規模感を
つかむ

大河川の
支川氾濫
からの避難

高潮による
潮位の急上昇と

避難を阻む
暴風

予測に
反して降り続く
線状降水帯の
恐ろしさ

中小河川
の急増水と
氾濫流から
命を守る

平時の
備え

タイムライン
を活用した
住民避難

防災対応
の経験者や
退職者の知見
の活用

多様な
伝達手段の

確保

マイ避難
カードの
作成

緊迫感の
伝わる情報
伝達の準備

高頻度の
中規模災害
の盲点

平時の
備え

避難について
平時の備え、
緊急時の
判断・発信

令和５年度気象防災アドバイザー育成研修 習得する知識・技能・姿勢

災害法体系

ハード対策と
その限界

受講方法

防災基礎講義

ホームページから 「LMS」（学習管理

システム）にアクセスして動画を視聴します。

期間中はいつでも受講可能です。

災害対応演習

「Zoom」（Web会議システム）を使用して、

リアルタイムで行います。

決められた日時に研修生がZoomに集合して

リアルタイムで討議、発表、意見交換等を行い

ます。

避難判断訓練

防災解説実習

研修生が地元の気象台に出向いてプレゼン

発表等を行います。



気象防災
アドバイザーの

役割

説得力を
伴った首長への

進言

メディアとの
連携による

効果的な発信

過去災害を
用いた本部
会議での説明

高頻度の
中規模災害
の盲点

タイムライン
を活用した
住民避難

マイ避難
カードの
作成

防災対応
の経験者や
退職者の知見

の活用

多様な
伝達手段の
確保

緊迫感の
伝わる情報
伝達の準備

災害と防災
の基本

避難情報
ガイドラインの

知識

線状降水帯
発生時の降水
予報の罠

重ねる
ハザードマップ
の活用

山地・
台地・低地の
成り立ち

危険な地質の
見つけ方

危険な
谷底平野の
確認方法

土砂
キキクルと
実況雨量の
深追いの
危うさ

谷筋から
土石流地形を
読み取る

予報資料の
避難への
利活用

要配慮者の
命を守る

個別避難計画

避難情報
絞り込みの
必要性

中小河川
で発生する
急増水と
氾濫流

大河川からの
背水による
支川氾濫

低地から
浸水想定区域
を読み取る

土石流を
発生させる
大雨パターン

地震・津波
災害の規模感
をつかむ方法

土砂災害の
ハザードマップ
では見えない

危険

中小河川の
洪水で
直面する
5つの課題

大河川の
指数から支川
氾濫の兆候を

つかむ

大河川の
増水・氾濫を
解き明かす
流域視点

高潮による
潮位の急上昇
と避難を阻む

暴風

地震波・
津波の発生・
伝播・増幅・

共振

火山防災
協議会と
連携した
住民避難

予測に
反して降り続く
線状降水帯の
恐ろしさ

中小河川
の急増水と
氾濫流から
命を守る

大河川の
基準水位を
リードタイムから
理解する

大河川の
二次支川氾濫
からの避難

高潮災害で
警戒すべき
5つの観点

地震・
津波・火山の
被害の規模感
をつかむ

防災気象情報
を活用した
災害対応

ハザードマップ
を活用した
災害対応

災害コミュニ
ケーション

災害対応過程
の疑似体験

災害対策本部
における対応

線状降水帯
に関する
防災解説

大河川の
支川氾濫
に関する
防災解説

地形と災害
に関する
防災解説

限られた時間の中で予報の解説から
避難の判断までを一貫して扱うことの
できる地方公共団体の即戦力となる人材
（気象防災アドバイザー）

気象予報等について
高度な知識を持つ
気象の専門家

令和５年度気象防災アドバイザー育成研修 カリキュラム

災害法体系

ハード対策と
その限界

受講方法

防災基礎講義

ホームページから 「LMS」（学習管理

システム）にアクセスして動画を視聴します。

期間中はいつでも受講可能です。

災害対応演習

「Zoom」（Web会議システム）を使用して、

リアルタイムで行います。

決められた日時に研修生がZoomに集合して

リアルタイムで討議、発表、意見交換等を行い

ます。

避難判断訓練

防災解説実習

研修生が地元の気象台に出向いてプレゼン

発表等を行います。

※ 研修カリキュラムは変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。

1. 防災基礎講義

2. 避難判断訓練

3. 災害対応演習

4. 防災解説実習


